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開催趣旨

開催⽬的

アジアの途上国には、⾞いすが買えず、⽣涯寝たきりで過ごす⼦どもがまだ
まだたくさん取り残されています。
WAFCAは⾞いすや教育の⽀援活動を通じて、アジアの障がい児⼀⼈ひとりに
寄り添い、障がい児を取り巻く社会課題に取り組んでいる認定NPO法⼈で
す。
このチャリティーウォークを通じて、アジアの障がい児のこと、WAFCAのこ
とを多くの⼈に知ってもらいたい。
「社会貢献」や「ボランティア」の⼀歩を踏み出すそんなイベントを⽬指し
ています。
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名称：WAFCAチャリティーウォーク

期⽇：2022年12⽉3⽇（⼟）〜 2022年12⽉9⽇（⾦）

主催：認定NPO法⼈アジア⾞いす交流センター（WAFCA）

参加費：1,000円

アプリ：minpo(株式会社congrant)

概要



運営メンバー

協賛

WAFCA事務局

⽊村隆彦 近藤みなみ 皆川理恵 ⼭本⽻奈（愛知淑徳⼤学）

WAFCAthlete（ワフカアスリート）

協⼒

株式会社デンソー
株式会社デンソーロジテム
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
デンソーグループはあとふる基⾦
株式会社ティーネットジャパン
デンソー労働組合
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⾃⽴⽣活センターアクセル

伊集南 ⾚穂さくら 永⽥萌絵 ⽊村亜美 ⼯藤嶺 庄司祐美⼦ ⼭澤 葵
バスケOG バスケ バスケ バスケ バレーOG ボート ソフトOG
1990/10/3

（31）
1996/4/30

（26）
1997/6/20

（25）
1999/9/18

（23）
1997/12/5

（24）
1992/7/2

（29）
沖縄県 ⽯川県七尾市 ⻑崎県 福岡県北九州 千葉県千葉市

州鎌夏⼦ 川畑瞳 阿部愛莉 野村萌 上総⾹⼦ 末廣あすみ
ソフトボール ソフトボール 卓球 卓球 ボートOG ボートOG
1989/8/4（32 ) 1996/5/1

（26）
1996/12/6

（26）
2001/3/11

（21）
沖縄県 ⿅児島県 愛知県 愛知県
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（23）
1997/12/5

（24）
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（29）
沖縄県 ⽯川県七尾市 ⻑崎県 福岡県北九州 千葉県千葉市

州鎌夏⼦ 川畑瞳 阿部愛莉 野村萌 上総⾹⼦ 末廣あすみ
ソフトボール ソフトボール 卓球 卓球 ボートOG ボートOG
1989/8/4（32 ) 1996/5/1

（26）
1996/12/6

（26）
2001/3/11

（21）
沖縄県 ⿅児島県 愛知県 愛知県

OG

WAFCAthleteとは：WAFCAを応援するプロのアスリートチームが2022年10⽉に発⾜
しました。WAFCAとAthleteでWAFCAthlete（ワフカアスリート）です。



参加者・寄付額まとめ
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参加者数 239名
申込者数 267名

（参加者数の計上ミスがあり12/15 参加者数から1名減）

参加費＋個⼈寄付 401,000円
協賛企業からの上乗せ寄付 500,000円

合計 901,000円

参加者

歩数 総歩数

11,028,127歩／⽬標11,000,000歩

寄付額

初回の企画にも関わらず、多くの⽅にご参加いただけました。
後ページに記載の通り(P7.8)、特に今までWAFCAを知らなかっ
た・関わりのなかった層にご参加いただき、今回の⽬的をほぼ達成
することができました。

また、資⾦調達⾯では当初掲げた歩数を期間最終⽇に達成し、
参加者の皆さんの⼒で協賛企業様からの上乗せ寄付を獲得すること
ができました。ありがとうございました。

今回開催をし、改善すべき点がたくさん⾒えてまいりました。
反省を活かして次回の開催につなげます。
第2回のチャリティーウォークも、よろしくお願いします。
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WAFCAthlete
⾃⽴⽣活センターアクセル限定配信

ソフト選⼿が教えるトレーニング講座 ⾞いすユーザーが教えるストレッチ講座

12/3 12/4

12/5

12/6

12/7 12/8

卓球選⼿が教える脚⼒アップ講座 バスケ選⼿が教えるトレーニング講座

バレー・ソフト選⼿コラボ企画
毎⽇簡単にできるエクササイズ講座

ボート選⼿が教える
今すぐできる強い体づくり講座
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バリアフリー情報

◀茨城県
つくば駅〜筑波⼤学

千葉県
北習志野駅〜船橋アリーナ▶

愛知県 蟹江駅▼

愛知県
東⼭公園〜星ヶ丘▶

◀京都府
平等院〜宇治駅

千葉県
千葉みなと駅〜千葉ﾎﾟｰﾄｱﾘｰﾅ▼

Twi+erのハッシュタグ#WAFCACharityWalkをつけて投稿いただきました
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参加者概要

20代
2%

30代
15%

40代
17%

50代
44%

60代
20%

70代～
2%

年代

↑新規の層に関わっていただくきっかけになりました
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ﾃｨｰﾈｯﾄｼﾞｬﾊﾟﾝから
24%

WAFCAthleteから
48%

その他
28%

新規層の認知経路

その他
・minpoアプリ
・労働組合のLINE
・会社の案内
・健康保険組合のメール
・港区社会福祉協議会

▶ ❶WAFCAthleteからの呼びかけ
❷企業の社会貢献としての活⽤
が新規層獲得の⼤きなポイントとなった
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◆歩くことで沢⼭の⼈を救うことができる上に、⾃⾝も健康になれた！こんな嬉しいことはないと思
いました。参加して良かったです！

◆ちょっと前の情報かもしれないが、タイでは障害を持った⽅は社会から隠れる様に暮らしていると
の事でした。どんな⼈でも⾃分らしく楽しんで⼈⽣を送ってもらいたいと考えているので少しでも役
に⽴つ事が出来たら良いと思って参加させて頂きました。参加後の感想は、今回の事がどれだけ役に
⽴ったかの報告を受けてからでないと分かりません。今後の報告を楽しみにしています。宜しくお願
い致します。

◆歩くことができることを改めて考える機会となりました。移動の⾃由を持っている、そう感じまし
た。アジアの⽅にそんな⾃由を届けるこの企画を素晴らしいと思いました。

◆⾃分の⼀歩⼀歩が障害者の為になると想いながらウォーキングは、疲れて帰ってからも夫婦で楽し
く出来て、家族の絆も深まりました。また是⾮、参加したいと思います。

◆ただの寄付だけでなく参加型で⽬標をもって⾏うのが良かった

◆歩くことで、⾃分の健康だけでなく、アジアの障がい児の脚を提供できる素敵な企画に参加できて
良かった。

◆⾃⾝の健康維持のウォーキングが、アジアの障害者⽀援に繋がる有意義でした。

■「参加」と「歩く」がアジアの障がい児のためになる
と回答した⼈のコメント

WAFCAへの共感・理解を得られたか
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■バリアフリーマップの作成ができると回答した⼈のコメント
◆歩くだけで無くて、バリアフリーマップの作成ができることがよかった

◆バリアフリーマップの企画も歩きながらできることなので良い企画と思いました。ただ実際やるとな
ると、そういう場所はある程度狙ってそこに⾏かないと難しいように感じた。

◆⾃分の⽇常に無理なくジョインできた

■WAFCAthleteや⾞いすユーザーからの限定動画が視聴できると
回答した⼈からのコメント

◆アスリートの⽅とのコラボで企画が進められていて新しい体験ができ、楽しかった。

・チャリティー×スポーツで、ウォーキングを選んだ点がよかった。ウォーキ
ングが関係ない⽀援ではなく移動に不⾃由を感じている⼈への⽀援という繋が
りが共感を⽣んだ。

・「バリアフリー」・「WAFCAthlete」の関わりをより楽しんでもらうには
リアルのオープニングイベント開催が必要だった。次回リベンジしたい。

WAFCAへの共感・理解を得られたか
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申し込み⽅法やアプリの操作について

簡単だった
31%

普通
51%

難しかった
18%

全体

■簡単だった
◆申し込みもわかりやすく、アプリの操作も簡単でした。

◆映像でわかりやすく、良かったですよ。

◆アプリがうまく機能せず、助⾔頂き解消できた。

■難しかった・できなかった
◆歩数が０でずっとだったのでこの解消が⼤変だった

◆登録したつもりができてなかった。アプリの登録とかで辞めてしまう⼈もいるはず。

◆もっと詳しく説明しないとわからな⼈が多いと思った。せっかく参加する意思があるのに結果、⽀援
ができない⼈もいたのでは？

◆１週間程度、参加者の練習期間があったほうがよかったと、思います。

◆開始後に⾃分が参加できているかわからず、不安だった。

◆minpoの登録、WAFCAの登録、クレカの⼿続きなどステップがいくつもあって⾼年者には難しいで
す。

◆Youtubeを⾒ながらだと申し込みに時間が掛かると感じた

▶今後、丁寧な案内⽅法を提供する必要がある
・動画だけでない、１枚でわかる説明書
・アプリのお試し使⽤期間を設ける
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WAFCAthleteについて

■楽しかった
◆アスリートが紹介する沢⼭の活動を知ることができて、とっても楽しかったです。

◆⼿軽に出来る運動の紹介で、良い内容でした。

◆Youtubeは何度も⼿軽に⾒る事が出来るのでこれを利⽤して広報や動画配信をするのは良いと思いまし
た。

■レア感・ファンとしての嬉しさ
◆他競技の⼈達との対談などめったに⾒れないのでいいと思いました。

◆WAFCAを通じて社会貢献に理解があるのがうれしかったです。

◆普段、お会いする機会のないアスリートさんたちの「素顔」というか、⼈となりが知れ
て、⾯⽩かったです。

◆応援しているアイリスの選⼿を⾒ることが出来て嬉しかった。

■その他
◆いろんな⼈が関わっている、ネットだけれどつながっている感覚はありました。

◆アプリ登録の⽅法は役にたった。

◆アスリートの皆さんが協⼒していただいてるのがわかり歩くモチベになりました。
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WAFCAthleteについて

■歩くことで精⼀杯だった
◆ごめんなさい、存在は認知してましたが⾒る時間なかったです。

◆時間がなく、こちらは視聴することができませんでした。

◆⾒てる余裕はないです

◆別件で⽤事があり参加できず。

◆⽣配信は視聴したいと思ってましたができず残念でした。

■改善点
◆もう少し選⼿が歩いている姿が⾒たかった。

◆普段から会員ではないので、配信や動画視聴のハードルが⾼かったです。

・ファンとしての嬉しさ＋新たな出会いで良いコンテンツ提供だった。

・歩きながらのオンライン交流は現実的ではない。

・参加ハードルが⾼い
動画視聴よりハードルが低いお楽しみコンテンツとは？要検討
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その他ご意⾒・ご感想

■これまでのWAFCAと違う！
◆新しい切り⼝で、チャレンジして、良かった。

◆これまでと違い、⾃分も体に良いことがしながら、障がい者貢献できること。
みんなで、⼀緒に⽬標を達成できたこと。

◆事務局コメントにもあった通り、個⼈の⼒は⼩さくても仲間の⼒を合わせれば⼤きな結果に繋がると
いう事を実感しました。また⽬標・⽬的が他⼈の為という「利他」の⼼が、普段以上のやる気に繋がり
ました。楽しく参加させて頂きました。ありがとうございました。

◆他のチャリティーウォークに参加したこともあります。SNSのタイプは初めてでしたが楽しかったで
す。

■社会貢献のきっかけになった

◆だた寄付するだけでなく歩くという⾏動で参加できたことかすごくよかった。ボランティア活動
にはなかなか参加できないが、歩くということでボランティアに。さらに多くの⼈と同じ⾏動をと
ることで⼀体感があった

◆⼒になりたいと思っても、寄付くらいしか思いつかないが、新たなかかわりがあることが知れて
とても良かった。

■コロナ禍でも参加しやすい企画だった
◆最近は社内イベントが出来なくなって関わりがまったく無かったから

◆またこういった遠くからでも参加できるイベントなどあれば参加したいと思います。

◆途中で２5名程まだ０歩の⽅がいました 私も２⽇間ほどアプリが作動していなかった もっと皆
様が最初からだったら楽勝だったかも 凄く歩いている⼈がいて感謝感激です ありがとうござい
ました
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■また参加したい！
◆とても素晴らしい企画をありがとうございました！今後も応援しております！

◆企画ありがとうございました。次回も同様な企画があれば参加させていただきます。

◆頻繁でなくても良いですが定期的な開催を期待します。

◆チャリティウォークの続編を期待しています。

◆今後も、アプリ等使って⼿軽に参加、皆さんと協働して出来る企画をお願いします。

◆参加ハードル低いので、さらに広がりに期待です！よろしくお願いします

◆ぜひまた開催してください。

■開催期間が短かった
◆期間がやや短かったです。もう少し歩きたかったです。

◆平⽇はなかなか難しいので毎週⼟⽇（1ヶ⽉間）合計8回のような開催として頂きたい。

◆事務局の⽅は⼤変かもしれませんが、１ヶ⽉とかもう少し⻑い期間やってみるのも良いのではと
思いました。

◆期間が1週間と短かったので、もっと⻑い期間できたら良かったなと思いました。海外だったので
歩くのには参加できなかったのですが、皆の⼒で達成できたのは⾃分も嬉しい気持ちになりまし
た！

その他ご意⾒・ご感想
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■バリアフリー投稿が少なかった
・SNSでのバリアフリー投稿が少なかったのは残念でした。

・期間が終わってもツイッター投稿はできると思う。

■きちんと⾞いすが送られた結果が知りたい
◆⾃分の⾏動が無駄で無い事が知りたい。⾃分の⾏動が⼈の役に⽴っている事を知れたらまた次の⾏動
に繋がります。是⾮、今回の成果（今回の活動で救われた⽅の報告）を教えて下さい。

◆今回のイベントでどれだけ救われた⽅が居るのか？結果報告をお願いします。結果か次の⾏動に繋が
ります。

■演出が物⾜りなかった
◆盛り上がりの演出(あと何歩でどうなるとか)が通知されて欲しかったです。気づいたらイベントが終
了していました。

■イベント期間中は歩くことに集中したかった
◆閉会の⾏事を、開催期間終了の翌⽇に実施したほうが、良いと思います。

◆昼間仕事して、夜間にウォーキング歩数を稼ごうとしている参加者に対し、その時間帯（夜間）にイ
ベントを開催し参加を促すことに対し、（事務局には⼤変申し訳ないのですが、）エっ？と思ってし
まった。

■協働アイデア
◆ちょうど11⽉中にデンソー内の健康活動で社内で歩⾏数を競うイベントがあったのでウォーキングに
意識が向いていた。ウォーキングがチャリティになるのならやろうと思った。

■その他
◆参加費+寄付の形は良いと思う。

◆＋寄付は何に使われるのか知りたい。

◆チャリティーTシャツの販売は希望。(PRにも、収益にもなると思う)

▶まとめ
WAFCAthlete・企業との協働で⽬的をクリアすることができた。

また、挑戦して得られたものが多かった。

今後は参加者に不便をかけた箇所の改善・魅⼒アップをし、
12⽉3⽇＝障がい児のために歩こう！継続し定着させたい。

その他ご意⾒・ご感想


